
林林
邦
夫
教
授
定
年年
退
職
記
念念
会
趣
意
書    

  
謹
啓  

初
秋
の
候
␓
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
␓
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
␔    

  

さ
て
␓
林林
邦
夫
先
⽣生
が
␓
平
成
⼆二
⼗十
七
年年
三
⽉月
三
⼗十
⼀一
⽇日
を
も

て
中
京
⼤大
学
ス
ポ
␗
ツ
科

学
部
を
定
年年
退
職
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
␔
実
に
␓
四
⼗十
七
年年
間
に
亘

て
中
京
⼤大
学
に

奉
職
さ
れ
ま
し
た
␔  

  

先
⽣生
は
␓
昭
和
四
⼗十
⼆二
年年
三
⽉月
中
京
⼤大
学
体
育
学
部
健
康
教
育
学
科
を
卒
業
␓
同
四
⽉月
よ
り

中
京
⼤大
学
体
育
学
部
助
⼿手
に
採
⽤用
さ
れ
ま
し
た
␔
そ
の
後
␓
昭
和
四
⼗十
⼋八
年年
四
⽉月
に
講
師
␓
昭

和
五
⼗十
三
年年
四
⽉月
に
助
教
授
␓
昭
和
六六
⼗十
⼀一
年年
四
⽉月
に
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
␔
こ
の
間
␓

昭
和
四
⼗十
三
年年
中
京
⼤大
学
剣
道
部
コ
␗
チ
␓
昭
和
四
⼗十
四
年年
部
助
監
督
␓
昭
和
四
⼗十
九
年年
剣
道

部
監
督
␓
平
成
三
年年
か
ら
現
在
ま
で
剣
道
部
⻑⾧長
と
し
て
␓
剣
道
部
員
⼀一
␓
⼀一
〇
〇
名
の
指
導
に

携
わ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
␔  

  

先
⽣生
は
␓
競
技
⼒力力
向
上
の
た
め
の
指
導
に
は
␓
そ
の
科
学
的
な
根
拠
を
学
⽣生
に
⽰示
し
還
元
す

る
こ
と
が
⼤大
学
⼈人
と
し
て
の
勤
め
で
あ
る
と
⾔言
わ
れ
て
い
ま
す
␔
こ
れ
を
具
現
す
る
た
め
に
␓

剣
道
打
突
時
の
筋
電
図
学
的
研
究
を
中
⼼心
に
上
下
肢
筋
群
の
筋
収
縮
発
現
様
式
を
考
究
さ
れ
␓

そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
打
突
時
の
⽵竹
⼑刀
の
握
り
を
通
じ
て
発
揮
さ
れ
る
各
指
⼒力力
配
分
パ

タ
␗
ン
の
研
究
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
␔
さ
ら
に
␓
⼆二
⼗十
歳
代
か
ら
⼋八
⼗十
歳
代
に
⾄至
る
剣
道
従
事

者
の
体
⼒力力
の
特
性
を
運
動
耐
⽤用
能
␓
等
速
性
筋
⼒力力
␓
筋
パ
ワ
␗
発
揮
様
式
な
ど
の
加
齢
変
化
の

特
徴
や
全
⽇日
本
剣
道
選
⼿手
権
優
勝
者
の
⾝身
体
能
⼒力力
の
特
徴
の
解
明
に
従
事
さ
れ
␓
数
々
の
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
␔
ま
た
␓
東
京
⼤大
学
教
養
学
部
︵
福
永
研
究
室
︶
に
研
究
員
と
し
て
留留
学
さ



れ
た
平
成
四
年年
に
は
ト
⑁
プ
ア
ス
リ
␗
ト
の
⾝身
体
能
⼒力力
の
測
定
を
も
と
に
競
技
者
に
必
要
な

⾝身
体
ト
レ
␗
ニ
ン
グ
の
⽅方
法
論論
を
学
ば
れ
ま
し
た
␔
留留
学
後
は
研
究
者
と
し
て
␓
ま
た
␓
剣
道

指
導
者
と
し
て
⾃自
⾝身
の
体
験
・
経
験
を
科
学
的
に
実
証
す
る
こ
と
を
常
に
考
究
さ
れ
␓
そ
の
成

果
は
武
道
学
会
誌
等
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
␔
そ
し
て
␓
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
も
と
に
﹁
年年

齢
と
と
も
に
強
く
な
る
剣
道
﹂
・
﹁
年年
齢
と
と
も
に
伸
び
て
い
く
剣
道
﹂
の
構
築
に
向
け
て
邁

進
さ
れ
␓
現
在
も
余
念念
が
あ
り
ま
せ
ん
␔  

  

こ
の
間
␓
先
⽣生
は
␓
平
成
五
年年
五
⽉月
に
剣
道
⼋八
段
を
取
得
さ
れ
␓
平
成
⼗十
七
年年
五
⽉月
に
は
剣

道
の
最
⾼高
位
で
あ
る
剣
道
範
⼠士
を
拝
命
さ
れ
ま
し
た
␔
ま
た
␓
先
⽣生
は
␓
全
⽇日
本
剣
道
連
盟
等

の
社
会
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
␓
全
⽇日
本
剣
道
連
盟
専
⾨門
委
員
会
が
組
織
し
た
普
及
委

員
会
␓
同
社
会
体
育
指
導
委
員
会
␓
同
試
合
・
審
判
委
員
会
␓
同
強
化
委
員
会
␓
同
将
来
構
想

委
員
会
␓
同
指
導
委
員
会
の
委
員
を
歴
任
さ
れ
␓
全
⽇日
本
剣
道
連
盟
理理
事
を
経
て
␓
平
成
⼗十
七

年年
四
⽉月
か
ら
平
成
⼆二
⼗十
年年
ま
で
全
⽇日
本
剣
道
連
盟
常
任
理理
事
に
就
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
␔
さ
ら

に
欧
州
␓
北北
南
⽶米
な
ど
国
際
剣
道
連
盟
加
盟
国
を
巡
回
さ
れ
␓
剣
道
の
普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
␔    

    

こ
の
た
び
␓
間
も
な
く
ご
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
こ
の
機
会
に
␓
先
⽣生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績

を
記
念念
し
␓
併
せ
て
感
謝
の
微
意
を
表
す
た
め
␓
左
記
の
よ
う
な
退
職
記
念念
講
演
会
な
ら
び
に

記
念念
パ
␗
テ

␗
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
␔
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
␓
ご
協
⼒力力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
␔  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

謹
⽩白    



平
成
⼆二
⼗十
六六
年年
⼗十
⼀一
⽉月
吉
⽇日    

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

林林
邦
夫
教
授
定
年年
退
職
記
念念
会  

幹
事
⼀一
同    

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

記    

◇
記
念念
講
演  

と
き  

平
成
⼆二
⼗十
七
年年
⼆二
⽉月
⼗十
四
⽇日
︵
⼟土
︶
午
後
六六
時
か
ら
午
後
六六
時
四
五
分  

と
こ
ろ  

名
鉄
ト
ヨ
タ
ホ
テ
ル  

  
七
階
孔
雀
の
間  

  
  
  
  
  
  
  
  

愛
知
県
豊
⽥田
市
喜
多
町
⼀一
丁
⽬目
⼀一
四
〇
番  

℡
〇
五
六六
五
❟三
五-‐‑‒

六六
六六
⼀一
⼀一  

◇
記
念念
パ
␗
テ

␗    

と
き    

同
右  

午
後
七
時
か
ら
午
後
九
時    

と
こ
ろ  

名
鉄
ト
ヨ
タ
ホ
テ
ル  

  

七
階
⾦金金
扇
の
間    

会
費    

⼀一
万
５
千
円
︵
記
念念
品
代
を
含
む
︶  

  

  
  
  
  

夫
婦
ご
同
伴
の
場
合
は
␓
⼆二
万
円    

  

左
記
⼝口
座
に
事
前
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
␔  

  

振
込
先  

  

三
菱菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
⾏行行  

  

植
⽥田
⽀支
店
︵
店
番  

７
５
２
︶  

  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

普
通
⼝口
座  

  

⼝口
座
番
号  

０
２
０
６
９
７
７  

  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

⼝口
座
名
義  
  

鷲
⾒見見
勝
博  

  

尚
␓お
⼿手
数
で
す
が
␓パ
␗
テ

␗
ご
参
加
の
有
無
に
つ
き
ま
し
て
は
␓会
場
準
備
の
都
合
上
␓

本
年年
⼗十
⼆二
⽉月
⼆二
⼗十
⽇日
ま
で
に
同
封
の
返
信
⽤用
ハ
ガ
キ
に
て
␓
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
␔  



  
  

ご
⽋欠
席
の
場
合
に
は
記
念念
品
代
⼀一
⼝口
五
千
円
︵
何
⼝口
で
も
結
構
で
す
︶
を
お
振
り
込
み
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
␔    

当
記
念念
会
に
つ
き
ま
し
て
␓
詳
し
く
は
␓
中
京
⼤大
学
剣
友
会
ホ
␗
ム
ペ
␗
ジ  

︵http://w
w
w
.chukyo-‐‑‒kenyukai.com

︶  

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
␔    

事
務
局  

電
話  

〇
五
⼆二
␗
⼋八
三
五
␗
七
六六
九
⼆二
︵
鷲
⾒見見
︶    

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

以
上
␔  


